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Effectivenessofaminoacidsandviｔａｍｉｎｓｏｎｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｓｅａｗｅｅｄｗａｓｅxamined

throughthecultureofPoゅ"Ｉ･ａｒｅ刀e７．α,withthefollowingresults、

１．ＴｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏゆめﾉﾉ･aintheartificialseawaterwasascertainedtobeinferior
tothatfosteredinnaturalseawater．（Table２）

２．Inthecasethemediaweresupplementedbyvitamins,ａｍｉｎｏａｉｄｓｏｒｂｙｐｙｌｏｒｉｃ

ｃｏｅｃａｅxtract,ｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏ"んJﾉﾉ‘αwaspromotedmarkedly．（Table３）
３．A1thoughtheinhibitionofthealgaｅｇｒｏｗｔｈｗａｓｉｎｃｕｒｒｅｄｂｙｖｉｔａｍｉｎＢ，ａｎｄ
B2，adistinctgrowthofPo叩妙mwasascertainedtobebroughtaboutbynicotinicacid，
pantothenicacid，folicacid，biotinandvitaminBl2；aslightonebeingopentothe
functiｏｎｏｆｖｉｔａｍｉｎＢ６．（Table５）

緒 言

海藻類は施肥を行なわなくてもよく旺盛な生育を遂げるので，施肥によって増産を図る

ということは一般には行なわれていないが，海藻の栄養要求に関する基礎的研究も比較的

少ない．ただアサクサノリは商品的価値が高く，専ら養殖によって生産されている関係上，

集約的生産を図る目的で施肥問題が考えられており，これに関する培養試験も屡倉行なわ

れて来た．一方アサクサノリは蛋白質に富むばかりでなく，種禽の遊離アミノ酸やビタミ

ン類が豊富に含有され，噌好的価値に於ても叉栄養的価値の点からも甚だ勝れた食品であ

ることが立証されているが，アサクサノリのみならず一般に海藻類が如何なる栄養要求を

して，これが自体の構成に如何に利用され，或は体内に蓄積されるかについては殆んど知

られていない．依って筆者らは海藻類の生長と養分との関係につき，これまであまり研究

されていないアミノ酸類やビタミン類など含窒素有機化合物の海藻の生育に及ぼす効果を

試験し，一方これによって海藻類の施肥についても一資料を得ることを期待して本研究を

始めた．供試海藻としてはアサクサノリを用いた．なおこの種の試験では前記含窒素有機

化合物，特にビタミン類に於ては極めて微量でその効果の現われることも予想されるが，

海水中にこれらの物質が存在するか否かはビタミンＢ'2以外は明らかでなく，叉定量も今

の処Ｂｌ２以外は方法が確立されておらず，更に海水中には海藻の生育に影響を及ぼすべき

未詳の成分が存在することも考えられ，そのため目的とする試験物質に対する効果が隠蔽

撹乱される恐れがあるので，天然状態とはやや条件は異なるが海水に近い組成をもった培

養液を調製使用した．これにアミノ酸類，ビタミン類或はカツオ幽門垂エキ兎などを添加
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し，アサクサノリの培養試験を行なった結果，これら有機物がアサクサノリに対し顕著な

生長促進効果を示すことを認めた．

実験の部
１，培養液

海藻類の人工培養にはこれまでは屡友海水を用い，例えば施肥試験の場合にはこれに試

験すべき肥料分を加えてその効果を見る方法が行なわれていたが，前記の理由から著者ら

はLYMAN,FLEMING,WATTENBERGの海水分析値を参考とし，更に一，二の点を考慮して

Tablelに示したような組成をもった培養液を調製した．（以下これを人工海水と呼ぶ.）

Table１．ArtiiicialseaWater.（MediaforPoI”'、応"ｅｊ．α）

ＫＢｒ

SolutionA，Ｂ，ＣａｎｄＤｍｕｓｔｂｅｍｉｘｅｄｌ－２ｄａｙｓｂｅｆｏｒｅｔｈｅｙａｒｅｕｓｅｄ．

０．１０

これを調製するには予めＡ,Ｂ,Ｃ,Ｄ’４種の溶液を調製しおき，使用時に混合して１～

２日放置後使用した．この組成分中にはノリの栄養代謝に不必要のものもあると思われる

が，その点については敢て詮索しなかった．なおこの溶液は比重1.025,ＰＨ８．４で両者共

天然海水のそれに近いものであった．

２．供試ノリ

ノリを着生せるヒビを約１０ｃｍに切りとり，ほぼ等大（約３ｃｍ）で色沢その他外観上

健全と認められるものs葉を残して他は切除したものを供試ノリとして用いた．

３．培養方法

前記人工海水５１を直径25ｃｍ深さ１５ｃｍのガラス鉢に入れて南面した窓側に並べ,供試

ノリは水面下約３ｃｍの所につるし，５％のＣＯ2.を含んだ空気を毎分200～300ｍｌの割で

通じつつ培養した．なお細菌類の繁殖を抑えるため人工海水にはオーレオマイシン１ppm

を添加し，１週間の培養期間中１日おきに換水した．試験は１２月下旬から１月にかけて

行なったがこの期間中水温は７～11℃であり，人工照明は行なわなかった．

４．生長率の表示

試験の始めと終りにノリ葉体の面積を測定し，それを夫交Ａ,Ｂｃｍ２とした場合,生長率

ｓを次の如く算出した．

ｓ=￥×'0０

0.10

SolutionA： SolutionC：

Ｏ
Ｃ
ｚ
ａ

Ｈ
Ｎ

700ｍ’ Ｈ2０ lＯＯｍｌ

23.4479

10.643

ＫＨ２ＰＯ.’ 0．０１０９

０．０１０ＭｇＣｌ２，６Ｈ３０

Ｎａ２ＳＯ.【・ｌ０Ｈ２０

ＮＨｌＮＯ３

8.881 Ｎａ２ＳｉＯ３ 0.010

ＫＣＩ 0.664

ＮａＨＣＯ３

1８８

lＯＯｍｌ

1.4599

0.096 Ｈ2０ lＯＯｍｌ

Ｈ３ＢＯ３ 0.026 ＫＩ 0.30ｍｇ

０．１０Sr(ＮＯ３)２
ＮａＦ

0.024 FeC13.6Ｈ２０

ＣｕＳＯ‘１．５Ｈ2０0.003 ０．１０

ＭｎＣｌ2.4Ｈ２０

ＣｏＣ１２．６Ｈ２０

ＺｎＣｌ２

Ｎａ２ＭｏＯ､１．２Ｈ2０

０．１０

SolutionB： ０．１０

Ｈ２０

ＣａＣ１２．２Ｈ2０



＊ｃｆＴａｂｌｅｌ･

癖Gmw…=￥×'0ｑ
Ａ,ＡｒｅａｏｆＰｏﾉ”ﾉﾉ･abeforetheculture．

Ｂ，ＡｒｅａｏｆＰｏ７ｐﾙJﾉﾉ･aafter7daysofcultul．e、

即ち前記の人エ海水はノリの培養液としては天然海水に劣るが，ノリの生育を許さぬ組

成のものでないことは明らかである．なおこの実験の承では天然海水に劣る原因は判ら
ない．

吹にこの人工海水にアミノ酸類及びビタミン類，カツオ幽門垂エキスなどを添加し，そ

れらの物質がノリの生育に及ぼす効果を試験した．

これら各物質の添加量が適当であったか否かについては更に検討･を要する所であるが，

最初は単に効果の有無を知ることを目的としたので一応表示の濃度とし，添加量について

は別に実験することとした．試験の結果はTable3に示した通りである．

ＴａｂＩｅ３・EfTectsofaminoacids，vitaminsandpyloriccoecaextractｏｎｔｈｅ

ｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏゅﾉiyﾉ･ａｒｅ"eﾉ．α、
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試験結果並びに考察

まず筆者らの調製した人工海水がノリ培養試験用として適当であるか否かを知るため，

これを用いてノリを培養した場合と，天然海水を用いて培養した場合における生長率を比

較試験した．海水は本学部前の海から満潮時に近い頃汲承取り東洋穂紙No.２で穂過して

用いた．その結果はＴａｂｌｅ２に示した通りで，人工海水中におけるノリの生育は天然海

水の場合に劣った．そこでこれにＮＨ４ＮＯ３，KH2PO4，尿素（何れも１０ｍｇ/l）を添加し

て見たが，やはり天然海水には及ばなかった．

Table２．ＧｒｏｗｔｈｏｆＰｏﾉｱﾉi〕ﾉ雌花"eminvariousmedia．

＊Ｏｎｅｍｌ、ofvitaminmixcontains：thiamine，１０γ；nicotinicacid，１０γ；Ca-pantothenate，１０γ
choline，１０γ；riboHavin，１０γ；pyridoxine，１０丁；ＰＡＢＡ，１０ｒ；inositol，１０丁；fblicacid，０．２丁；
biotin，０．０２γ；Ｂ12,0.02γ・

＊＊Ｏｎｅｍｌ・ofaminoacidmixcontains：cElseinhydrolysate（treatedwithactivatedcharcoal)，
ａｔｐＨ３．５１０mgcasemequivalent；DL-alanine,０．４ｍｇ.,L-cystine,０．４ｍｇ.,DL-tryptophan,０．４ｍｇ．
**:I：Ｏｎｅｇ･ofpyloriccoecaextractcontainslOmgofcrudcprotein，

Artincia］

Media Growthrate*:;：

先

２
２
５
０
０
０

３
２
５
６
７
０１

Naturalseawater

Artificialseawater＊

Naturalseawater（50％）
Artincialseawater（５０％）

ArtiHcialseaWater＋ＮＨ１ＮＯ３
＋ＫＨ２ＰＯ.，

ArtiEcialseaWater＋Ｕｒｅａ

％

５
１
４
２
７

３
２
２
ワ
ー
２

(１０ｍｇ/1）
（〃）

（〃）

SeEWVater

seawater

seawater＋Vitaminmix*'１ｍl/１

seaWater＋Ａｍｉｎｏａｃｉｄｍｉｘ,燕*1ｍl/I

seaWater＋Vitaminmix，１ｍl/１ａｎｄ
Ａｍｉｎｏａｃｉｄｍｉｘ，１ｍl/１

seawater＋Pyloriccoecaex.**:!:，１９

Natural

Artificial

Artificial

Artiiicial

ArtiEcial

Ｍｅｄｉａ Ｇｒｏｗｔｈｒａｔｅ
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即ちそれのみでは培養液として天然海水に劣る人工海水でもこれにアミノ酸混合物，ビ

タミン混合物,カツオ幽門垂エキスなどを添加すると，ノリの生育は天然海水中における場

合よりも明らかに良好となることが判った．前記の添加物及び添加量ではカツオ幽門垂エ

キスが特に有効で，次でアミノ酸混合物，ビタミン混合物の順であるが，後二者の効果に

はあまり大きな開きはない．カツオ幽門垂エキスの成分はさきに著者等や柿本I)-7〕が報告

したように諸種のビタミン，アミノ酸の外有機塩基類も検出されており，更に未知物質の

存在もほぼ確認されているので，如何なる物質がノリの生育を促進したかは不明であり，

叉前記アミノ酸混合物，ビタミン混合物に於ても何れが有効であったかは判らない．この

ようにアミノ酸類，ビタミン類及びカツオ幽門垂エキスは何れもノリの生長を促進したが，

それらの示した生長促進効果がどのような機構叉は作用によるものであるかも明らかでな

く，叉海水にビタミンＢｌ２の存在することは既知の事実であるが，人工海水が天然海水に

較べノリの培地として劣る原因がＢ１２，その他ビタミン類かそれともアミノ酸の如きもの

の欠如にあるか否かも亦不明である．このように本実験の結果だけからでも色為不明の事

項が生まれて来て，今後吟味されなければならない幾多の問題が残されてはいるが，何れ

にしても比較的複雑な有機物，殊にビタミン類がノリのような多細胞のAutotrophicと思

われる植物の生育に対し効果を示すことは生理学上から興味深い事項である．

次に前記アミノ酸混合物，ビタミン混合物，カツオ幽門垂エキスの添加量を変えた場合，

ノリの生育に及ぼす効果を試験した結果はＴａｂｌｅ４の如くで，前記アミノ酸混合物では

Table４．Effectofvitamin，aminoacidandpyloriccoecaextractatvarious

concentrationsonthegrowthofPoﾉ刀妙ﾉ切花"era．

０．２ｍ１

１．０

5.0

25‘０

０．０４ｍ１

０．２

１．０

５．０

Ｇｒｏｗｔｈｒａｔｅ

０．０４９
０．２

１．０

５．０

労０
８
８
１
０
７
２
１
９
０
６
４
７

５
５
５
４
５
６
７
６
２
５
８
４
２

＊＊喉：I:**．..…ｃｆＴａｂｌｅ３．
，ｵ

１ｍl/1,|坐|門垂エキスは粗蛋白として１０ｍｇ/１，ビタミン混合物では１ｍl/１の濃度の場合

生育が最も旺盛で，それ以上の濃度になると寧ろ害作用が現われ，その阻害程度は幽門垂

エキスが最も著しかった．

前記の如く人工海水にビタミン混液を添加してノリを培養するとその生育が促進された

が，どのビタミンが有効であったかを知るため，各個別に前記の方法によって夫だのビタ

ミンの効果を試験した．各ビタミンの添加量及び試験の結果はTable5の如くであった．

この試験によるとニコチン酸，パントテン酸，葉酸，ビオチン，Ｂ１２は何れもノリの生育

を促進し，中でもＢｌ２の効果が最も顕著であった．併しＢＩ；はあまり有効でなく，Ｂ，と

Vitaminmix＊
〃

〃

〃

Ａｍｉｎｏａｃｉｄｍｉｘ*＊
〃

〃

〃

Pyloriccoecaex.**＊
〃

〃

〃

Colltrol
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Table５．Ｅ圧ｅｃｔｏｆｖｉｔａｍｉｎｏｎｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆＰｏ"ﾉｉＷａ花"eﾉ．α、

Vitaminadded，ｐｅｒｌｉｔｒｅｏｆｍｅｄｉｕｍ

Thiamine，１０γ

RiboHavin，１０γ

Nicotinicacid，１０γ

Ｂ６，１０γ

Pantothenicacid，１０γ

Folicacid，０．２γ

Biotin，０．０２γ

Ｂ,２，０．０２γ

Contml（Art亜cialseawater）

Ｇｒｏｗｔｈｒａｔｅ

１７％

2８

5３

3９

4７

5３

5０

8３

3４

1９１

B2は寧ろ阻害的作用を示した．なお上記ビタミン類に対しては更に各個別に最有効濃度を

試験する必要があり，それが明らかにされた上でないと各ビタミン相互の比較はできない

が，本試験でＢ１２が勝れた生長促進効果を示したことは，ノリにＢｌ２が豊富に含有されて

いることと思い併せ極めて興味深い現象である．

摘 要

海藻類の栄養要求に関する研究として，アサクサノリの施肥については既に古くから試

験されているが，これまでの研究は多くは無機物質を対象としてその効果を試験したもの
であった．筆者らはアミノ酸，ビタミン類がアサクサノリの生育に及ぼす影響を知るため，

これらの物質を添加した人工海水中で培養試験を行なったところ，次の結果が得られた．

１）Table､１に示した組成の人エ海水を調製したが,これはアサクサノリの培養液として
は天然海水に劣った．よってこれにＮＨ４ＮＯ３，KH2PO4，尿素を追加して見たが効果がな
かった．

２）併しこの人工海水にアミノ酸類，ビタミン類，カツオ幽門垂エキスを添加試験した
ところ，ノリの生育は著しく促進され，天然海水中のものを遥かに凌いだ．

３）上記の添力Ⅱ物がノリの生育を促進するには夫食適当な濃度があり，アミノ酸混合物
とカツオ幽門垂エキスは粗蛋白として１０ｍｇ/１，ビタミン混合物は１０γ/1の濃度の場合最

高の生長率を示した．

４）Table5に示した添加量の場合，ニコチン酸,パントテン酸,葉酸，ビオチン，Ｂｌ２は

何れもノリの生育を促進したが，Ｂ‘はあまり有効でなく，Ｂ,とＢ２は阻害作用を示した．

本試験に要した経費の一部は昭和33年度農林漁業試験研究費補助金より支弁した．附記
して感謝の意を表する．
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